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1.本誌は、物性の研究を共同で促進するため、研究者がその研究・意見を自由に発表し

討論しあい、また、研究に関連した情報を交換しあうことを目的として、毎月 l回編

集ー刊行されます。掲載内容は、研究論文、研究会・国際会議などの報告、講義ノー

ト、研究に関連した諸問題についての意見などです。

2.本誌に投稿された論文については、原則として審査は行いません。但し、編集委員会

で本誌への掲載が不適当と判断された場合には、改訂を求めること、または掲載をお

断りすることがあります。

3. r物性研究」に掲載される論文の著作権は、物性研究刊行会に帰属することとします。

但し、著者が著作物を使用することをさまたげるものではありませんO

4. 本誌の論文を欧文の論文中で引用する時には、 BusseiKenkyu (Kyoto) 76 (2001)， 1 . 

のように引用して下さい。

[原稿作成要領]

1.原稿は、原則として日本語に限ります。

2.投稿原稿は 2部提出して下さい。但し、研究会報告は 1部で結構です。

3. 別刷を希望の場合は、投稿の際に、 50部以上 10部単位で、注文部数・別刷送付先・

請求先を明記の上、お申し込み下さい。別刷代金については、刊行会までお問い合わ

せ下さい。

4. ワープロ原稿を歓迎します。原則として写真製版でそのまま印刷されますので、以下

の点に注意して原稿を作成して下さし'0
1)用紙はA4を縦に使用。 (fP昂uはB5になります。縮小率 86%)

2) マージンは、，上下各約 3cm、左右各約 2.5cmo 1ページに本文 34行、 1行に全

角文字で 42字程度にして下さい。

3)第 1ページは、タイトルはセンタリング、所属・氏名は右寄せにして、本文と

の間に受理日を入れるので、余白を少しあけて下さい。

4) 図や表は本文中の該当箇所に貼り込み、図の下にキャプションを付けて下さし'0
5)体裁については、上記は一応の目安ですので、多少の違いがあってもかまいま

せん。

5.研究会報告の作成要領については、物性研究ホームページをご覧いただくか、刊行会

までお問い合わせ下さい。

〒 606-8502 京都市左京区北白川追分町

京都大学湯川記念館内

物性研究刊行会

Tel. (075)722-3540， 753-7051 

Fax. (075) 722-6339 

E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

URL http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/-busseied/ 
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編集後 記

先日の物理学会で、 fニセ科学j とどう向き合っていくか?というタイトルのシンポ

ジウムが聞かれた。途中からではあったが、非常に興味深く拝見させて頂いた。「ニ

セ科学jが世のビジネスに悪用され、何の効用もないのに科学的なキーワードをち

りばめ、さも効用があるかのように謡って、商品を売るというのはよくある話ではあ

る。さらに最近では、教育者自身が洗脳され、実際の教育の現場にまで影響が出てい

るという話もあり、見過ごすわけにはいかない状況になってきているようだ。我々も

他人事ではなく、何かにつけ関わっていかないといけないのかもしれない。しかし、

[ニセ科学jに基づいた商品紹介を鵜呑みにし、痛い目にあった人達に親身になって、

fニセ科学Jを叩いていくことが我々の役目として、本当に重要なことであろうか?

fニセj と f本物j の線引きは難しく、グレーゾーンが連続的に繋がっていると思わ

れる o このようなグレーな部分は学会などの公の場で、時間をかけて明らかにしてい

かなければならないであろう。また、痛い目にあった人には申し訳ないが、うまい話

には懐疑的であれという精神は理解はできてもすぐには身につかないであろう。これ

までに、自身が社会とどのように関わってきたかが重要である。「三つ子の魂百までJ

で、やはり小さいときからの訓練でのみ、身につくものである。したがって、「ニセ科

学j に惑わされないよう正しい科学を身につけさせることこそが教育者としての我々

の本当の役割ではないであろうか?

今後、高校での教科書はわかる人用とわからない人用に分け、後者には漫画を取

り入れたような教科書をつくるらしい口どうしてこんな風になってしまったのか?

幼児用の育児書にはよく「子供がやりたがっているときには禁止せず、できるだけや

らせてあげましょう j とある白これは、いくつになっても当てはまる。児童が自然科

学一般に興味をもっているときに学習指導要領から逸脱するからといって、教えない

となると子供たちが興味を失うのは当然である。後になって、子供たちが自然科学に

興味を持たないと悩んでも時すでに遅しである。義務教育のあり方を考えるとき、指

導要領で指導内容の最低限を決めるのはょいと思うが、現在の指導要領には周囲から

必要以上の拘束力が働いているようである。これ以上は教えてはいけない、これ以上

教えると不公平になるという現在の受験至上の教育のありかたこそ問題である。

(黄石)
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会員規定

個人会員

1.会費:

当会の会費は前納制になっています。したがって、 3月末までに

次年度分の会費をお振込み下さい。

年会費 9，600円
1st Volume (4月号-9月号)

2nd Volume (10月号-3月号)

振替用紙は毎年 2月号にとじ込んであります。振替用紙が必要な

場合は、下記までご請求下さい。郵便局の用紙でも結構です。通

信欄に送金内容を必ず明記して下さい。

郵便振替口座 0101 0-6-5312 
2. 送本中止の場合:

送本の中止は年度の切れ目しかできません。次の年度より送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さい。中止の

連絡のない限句、送本は自動的に継続されますのでご注意下さ

し'0
3. 送本先変更の場合:

住所、勤務先の変更などにより、送本先がかわる場合は、すぐに

ご連絡下さい。

4. 会費滞納の場合:

正当な理由なく 1年以上の会費を滞納された場合は、送本を停止

することがありますので、ご注意下さい。

機関会員

1.会費:

学校、研究所等の入会、及び個人でも公費払いのときは機関会員

とみなし、年会費 19，200円です。学校、研究所の会費の支払い

は、後払いでも結構です。申し込み時に、支払いに書類(請求、

見積、納品書)が各何通必要かをお知らせ下さい。当会の請求書

類で支払いができない場合は、貴校、貴研究所の請求書類をご送

付下さい。

2. 送本中止の場合:

送本の中止は年度の切れ目しかできません。次の年度より送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さい。中止の

連絡のない限り、送本は自動的に継続されますのでご注意下さ

し'0

雑誌未着の場合:発行日より 6ヶ月以内に下記までご連絡下さい。

物性研究刊行会

〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)722-3540，753-7051 
FAX (075)722-6339 
E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 
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